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主
題
の
「
福
沢
屋
諭
吉
」
期
は
次
の
よ
う
に
時
期
区
分
が
で
き
る
。

（
１
）

Ⅲ
後
期
新
銭
座
期

明
治
二
年
十
一
月
１

回
三
田
期

同
四
年
三
月
ｌ

③
慶
応
義
塾
出
版
局
期
同
五
年
八
月
ｌ

側
慶
応
義
塾
出
版
社
期
同
七
年
一
月
’
八
年
九
月

右
の
Ⅲ
の
始
期
は
、
「
福
沢
屋
諭
吉
」
と
し
て
書
物
仲
間
問
屋
組
合
加
入

を
願
出
た
と
き
で
あ
り
、
凶
の
終
期
は
出
版
条
例
改
正
に
よ
り
問
屋
組
合
が

自
然
消
滅
し
た
と
き
で
あ
る
。
な
お
そ
の
後
も
十
五
年
三
月
一
日
の
時
事
新

報
創
刊
ま
で
の
六
年
余
は
、
義
塾
出
版
社
と
福
沢
の
関
係
は
つ
づ
く
か
ら
、

こ
れ
を
「
後
期
福
沢
屋
諭
吉
期
」
と
設
定
で
き
る
。

本
稿
は
、
右
の
期
間
に
お
け
る
福
沢
の
出
版
業
経
営
の
状
況
、
規
模
、
収

益
な
ど
の
実
態
を
つ
か
糸
、
明
治
前
期
出
版
文
化
史
の
一
断
面
を
明
ら
か
に

（
２
）

す
る
と
と
も
に
、
福
沢
研
究
の
従
来
願
ふ
ら
れ
な
か
っ
た
側
面
を
照
ら
し
だ

そ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

「
福
沢
屋
諭
吉
」
の
発
展
・
転
換
過
程
（
長
尾
）

『
は
じ
め
に

「
福
沢
屋
諭
吉
」
の
発
展
・
転
換
過
程

ｌ
明
治
前
期
出
版
文
化
史
の
一
断
面
Ｉ

二
、
前
史
ｌ
新
銭
座
に
お
け
る
自
営
出
版
業

福
沢
は
書
物
仲
間
に
加
入
す
る
前
か
ら
自
営
出
版
業
を
始
め
て
い
た
。
そ

の
時
期
は
慶
応
四
年
四
月
の
慶
応
義
塾
創
設
直
後
で
、
義
塾
の
事
業
の
一
環

（
３
）

と
し
て
「
商
売
を
試
ふ
た
」
（
福
翁
自
伝
）
こ
と
は
既
に
別
稿
で
触
れ
た
。
同

年
九
月
こ
ろ
か
ら
以
降
は
、
福
沢
の
箸
訳
書
は
、
①
箸
訳
者
名
Ｉ
慶
応
義
塾

同
社
、
②
蔵
版
印
ｌ
慶
応
義
塾
、
③
巻
末
広
告
ｌ
慶
応
義
塾
蔵
版
目
録
の
形

態
を
と
る
も
の
が
多
く
な
る
の
が
特
徴
的
で
あ
る
。

Ⅲ
出
版
書
目

こ
の
点
で
は
、
従
前
の
西
洋
事
情
、
雷
銃
操
法
な
ど
に
つ
づ
く
、
兵
書
系

列
の
洋
兵
明
鑑
（
明
二
・
一
）
や
、
制
度
・
政
治
系
列
の
英
国
議
事
院
談

（
一
一
・
二
）
、
清
英
交
際
始
末
（
一
一
・
四
）
と
は
傾
向
を
異
に
す
る
鍬
窮
理

図
解
（
一
・
九
以
後
）
世
界
国
尽
（
一
一
・
一
○
）
と
い
う
童
蒙
用
教
科
書
の

系
列
が
開
発
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
、
注
目
に
値
す
る
。

②
出
版
作
業
場
の
規
模

作
業
場
と
し
て
は
、
新
銭
座
の
義
塾
の
敷
地
内
に
あ
っ
た
社
頭
福
沢
の
住

（
４
）

居
と
そ
の
土
蔵
が
使
用
さ
れ
た
ら
し
い
。
土
蔵
に
現
金
千
両
余
で
一
括
購
入

長
尾
政
憲

七
九
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し
た
土
佐
半
紙
百
数
十
俵
を
積
承
こ
ゑ
、
数
十
人
の
版
摺
職
人
を
雇
い
、
版

木
師
・
製
本
仕
立
師
も
傘
下
に
入
れ
た
大
規
模
な
工
場
制
手
工
業
で
、
旧
同

藩
士
族
八
田
小
雲
・
松
口
栄
蔵
が
監
督
に
あ
た
っ
た
。

側
上
方
偽
版
問
題

義
塾
創
立
、
自
営
出
版
開
業
の
こ
ろ
か
ら
、
福
沢
を
悩
ま
し
た
の
が
こ
の

問
題
で
あ
っ
た
。
慶
応
四
年
四
月
十
日
、
官
軍
の
江
戸
城
入
城
の
前
日
、
福

（
５
）

沢
は
中
外
新
聞
第
一
二
号
に
広
告
を
の
せ
、
「
西
洋
旅
案
内
」
の
偽
版
売
出

し
人
の
「
名
前
住
所
」
の
報
知
を
求
め
、
「
重
版
は
寓
国
普
通
の
厳
禁
…
…

御
制
度
御
一
新
の
折
柄
、
何
卒
此
律
を
厳
正
に
」
し
て
ほ
し
い
と
厳
重
取

締
り
を
要
望
し
て
い
る
。
明
治
元
年
十
月
に
は
「
翻
訳
書
重
版
の
義
に
付
奉

（
６
）

願
候
書
付
」
に
よ
り
新
政
府
の
取
締
官
庁
へ
運
動
を
し
、
偽
版
の
板
木
没
収

・
賠
償
金
賦
課
の
罰
則
を
主
張
し
て
い
る
。
右
の
「
書
付
」
に
よ
る
と
、
当

時
偽
版
は
西
洋
事
情
に
三
粒
、
西
洋
旅
案
内
に
一
一
種
あ
り
、
別
に
条
約
十
一

国
記
に
も
一
種
が
あ
っ
た
。

右
の
よ
う
な
偽
版
の
携
行
は
、
自
営
出
版
業
の
発
展
を
阻
害
し
、
そ
の
た

め
福
沢
は
「
訳
書
は
色
々
出
来
居
候
共
開
版
売
出
し
出
来
不
申
」
と
悲
痛
な

（
７
）

叫
び
を
あ
げ
て
い
る
。
し
か
し
、
翌
年
に
入
る
と
、
偽
版
の
版
木
没
収
な
ど
、

（
８
）

若
干
成
果
が
あ
が
っ
て
来
る
。
そ
れ
は
出
版
取
締
法
規
の
整
備
に
関
係
が
あ

っ
た
。

三
、
出
版
条
例
と
書
物
仲
間
問
屋
組
合
加
入

Ⅲ
戊
辰
戦
争
下
の
言
論
統
制
と
出
版
法
規

戊
辰
戦
争
に
よ
る
一
ニ
ー
ス
へ
の
渇
望
は
多
く
の
邦
字
新
聞
の
創
刊
を
呼

ん
だ
が
、
中
外
新
聞
の
柳
河
春
三
、
江
湖
新
聞
の
福
地
桜
痴
な
ど
旧
幕
臣
の

法
政
史
学
第
二
十
六
号

論
調
は
政
府
を
刺
戟
し
た
。
そ
こ
で
政
府
は
、
新
著
並
び
に
翻
刻
書
の
官
許

主
義
を
（
四
月
什
八
日
）
達
し
、
さ
ら
に
官
許
な
き
分
は
板
木
製
本
の
没
収
、

刊
行
書
林
、
頭
取
・
売
払
人
の
処
罰
を
布
告
（
六
月
八
日
）
し
、
厳
重
な
検

閲
制
を
設
け
、
反
政
府
新
聞
を
根
絶
さ
せ
た
。

一
般
出
版
物
に
つ
い
て
は
、
六
月
二
十
日
、
学
校
官
の
草
稿
事
前
検
閲
制

を
布
告
、
翌
二
年
一
月
二
十
七
日
、
管
轄
府
藩
庁
へ
の
願
出
、
稿
本
提
出
、

納
本
義
務
、
既
刊
蔵
版
書
目
の
登
録
、
重
版
禁
止
な
ど
を
令
達
し
た
。
重
版

に
つ
い
て
は
「
従
来
制
禁
…
…
猶
官
許
ヲ
不
受
本
文
一
宇
ノ
異
同
無
之
惟
題

（
９
）

号
ノ
ミ
相
換
出
版
候
老
有
之
…
…
屹
度
可
有
之
事
」
と
戒
め
た
。
福
沢
の
偽

版
問
題
が
一
度
前
進
し
た
の
も
、
こ
れ
に
も
と
づ
い
て
い
る
。

②
明
治
二
年
の
新
聞
紙
印
行
条
例
と
出
版
条
例

戊
辰
戦
争
の
本
土
に
お
け
る
終
煽
後
、
政
府
は
新
聞
紙
印
行
条
例
（
二
月

八
日
）
と
出
版
条
例
（
五
月
十
三
日
）
を
公
布
し
た
。
前
者
は
開
成
学
校
と

各
府
県
裁
判
所
の
検
閲
に
よ
る
政
法
↓
軍
事
の
報
道
統
制
、
人
罪
諏
告
の
厳

禁
な
ど
明
確
に
す
る
一
方
、
無
害
の
一
ニ
ー
ス
報
道
を
奨
励
す
る
も
の
で
あ

っ
た
。

後
者
は
出
版
改
め
方
の
所
管
を
学
校
と
定
め
、
事
前
の
出
版
願
、
出
版
後

の
納
本
を
義
務
づ
け
、
記
事
内
容
に
は
前
者
と
同
趣
旨
の
「
妄
り
に
教
法
を

説
き
、
人
罪
を
証
告
し
、
政
務
の
機
密
を
洩
し
或
は
誹
誘
」
す
る
者
な
ど
に

罪
を
科
す
こ
と
と
し
、
言
論
の
統
制
を
行
う
と
と
も
に
、
他
方
「
図
書
を
出

版
す
る
者
は
官
よ
り
之
を
保
護
し
て
専
売
の
利
を
収
め
し
む
」
と
出
版
権
・

著
作
権
の
保
護
を
規
定
し
、
こ
れ
に
伴
い
重
版
禁
止
、
当
事
者
の
処
罰
、
被

害
者
救
済
の
規
定
を
設
け
た
。
重
版
は
発
行
者
・
売
捌
人
と
も
に
板
木
・
製

本
の
没
収
、
著
述
出
版
人
へ
の
償
金
に
あ
て
ら
れ
る
罰
金
な
ど
の
罰
則
も
明

八
○
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尾
諭
吉
」
の
生
成
は
、
こ
の
年
十

制
の
も
と
に
行
わ
れ
た
の
で
あ
る
。

確
と
な
っ
た
。

そ
し
て
、
偽
版
の
摘
発
・
防
止
は
、
「
三
都
書
陣
中
の
人
を
撰
び
、
年
行

司
を
置
」
い
て
業
者
問
の
自
己
統
制
に
よ
り
行
う
こ
と
に
定
め
た
。
江
戸
時

代
以
来
の
書
物
仲
間
問
屋
組
合
の
組
織
機
枇
の
踏
襲
で
あ
る
。

ゴ
ピ
ヲ
イ
ト

福
沢
が
前
年
来
、
企
業
防
衛
上
必
死
に
求
め
て
き
た
版
権
保
護
規
定
の
確

立
は
、
言
論
統
制
の
反
面
を
伴
い
な
が
ら
、
こ
こ
に
実
現
を
み
る
。
爾
後
、

引
き
つ
づ
く
偽
版
に
は
、
こ
の
条
例
の
規
定
を
楯
に
福
沢
が
監
督
官
庁
に
迫

（
、
）

る
事
例
が
多
く
な
る
の
で
あ
る
。

③
書
物
仲
間
問
屋
組
合
加
入
ｌ
「
棉
沢
屋
」
誕
生

自
営
出
版
業
段
階
か
ら
書
物
仲
間
の
段
階
へ
、
す
な
わ
ち
主
題
の
「
福
沢

屋
諭
吉
」
の
生
成
は
、
こ
の
年
十
一
月
で
あ
り
、
上
に
述
べ
た
出
版
条
例
体

（
ｕ
）

差
上
市
中
一
札
之
亦

一
、
今
般
私
儀
仲
間
川
原
糾
合
加
入
渡
世
仕
度
率
存
候
に
付
、
岡
田
屋
嘉

七
殿
を
以
御
願
申
上
候
処
御
評
議
の
上
御
承
知
被
二
成
下
一
恭
奉
存
候
、

然
る
上
は
兼
て
被
二
仰
渡
一
御
法
度
の
趣
は
不
一
一
申
及
一
、
禁
忌
の
書
類
等

決
て
取
扱
申
間
敷
、
重
板
・
類
板
等
紛
敷
品
一
切
取
扱
不
し
仕
、
総
て
御

仲
間
規
定
堅
く
相
守
可
レ
中
候
、
醐
一
当
人
身
分
に
付
、
如
何
様
の
儀
出

来
候
共
、
加
判
の
者
引
請
、
早
速
埒
明
、
御
仲
間
へ
少
も
御
苦
労
相
掛

申
間
敷
候
間
、
何
卒
御
役
所
御
帳
面
御
書
加
へ
被
二
成
下
一
候
様
、
宜
敷

奉
一
一
願
上
一
侯
、
以
上

明
拾
二
巳
年
十
一
月

「
福
沢
屋
諭
吉
」
の
発
展
・
転
換
過
程
（
長
尾
）

芝
金
杉
川
口
町

，
善
兵
術
地
借
○
Ｃ
Ｏ
Ｃ
Ｏ

福
沢
屋
諭
士
仰

神
明
町

家
持

（
岡
田
屋
）

一薪
七

冬
掛
り御
行
司
衆
巾

と
加
入
触
書
の
文
一
一
口
は
な
っ
て
お
り
、
こ
れ
に
，
も
と
づ
き
、
書
物
屋
仮
組
連

（
胆
）

名
帳
に
新
加
入
「
福
沢
屋
諭
吉
」
と
し
て
遜
録
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

四
、
後
期
新
銭
座
期
「
福
沢
屋
諭
吉
」
の
出
版
活
動

（
二
年
十
一
月
’
四
年
三
月
）

こ
の
時
期
は
、
Ⅲ
腋
組
合
に
加
入
し
て
「
福
沢
屋
」
と
呼
称
し
た
福
沢
に

と
っ
て
は
、
本
業
と
し
て
の
出
版
業
の
創
業
期
で
あ
る
。
し
か
し
、
出
版
事

業
場
は
、
上
に
述
べ
た
自
営
出
版
期
と
同
じ
で
あ
り
、
出
版
書
目
も
既
刊
の

も
の
が
主
で
、
新
刊
は
少
な
い
。

そ
れ
は
、
’
一
一
年
五
’
九
月
の
福
沢
の
大
患
と
秋
の
中
津
帰
省
に
よ
る
ブ
ラ

ン
ク
が
大
き
く
響
い
て
い
る
が
、
福
沢
の
い
ま
一
つ
の
生
活
の
柱
で
あ
る
慶

応
義
塾
の
生
徒
数
増
加
、
塾
舎
満
員
に
よ
り
増
築
が
必
要
と
な
っ
た
が
財
政

（
皿
）

難
で
実
現
で
き
ず
、
そ
の
た
め
福
沢
は
「
社
中
同
志
の
人
と
談
じ
、
此
義
塾

を
拳
て
官
有
と
な
し
、
義
塾
を
本
と
し
天
下
諸
方
へ
手
分
け
教
授
も
可
致
」
、

向
分
自
身
も
出
掛
け
よ
う
と
決
議
す
る
ま
で
に
至
る
と
い
う
窮
況
に
追
い
こ

八
一
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ま
れ
た
事
情
を
併
せ
考
え
ね
ば
な
る
ま
い
。
（
事
実
、
版
籍
奉
還
後
の
各
藩
が

祥
学
校
開
設
に
熱
意
を
燃
や
し
教
師
の
招
聰
を
交
渉
し
て
来
る
も
の
が
少
な

（
Ｍ
）

く
な
か
っ
た
Ｊ

結
果
的
に
は
借
用
に
よ
る
分
校
設
置
と
な
り
、
汐
留
分
校
（
明
二
・
八
）
、

竜
源
寺
分
校
（
明
一
一
一
・
四
）
広
度
院
分
校
（
明
三
・
五
）
、
江
川
長
屋
外
塾

（
焔
）

（
明
三
・
九
）
な
ど
に
よ
り
応
急
措
置
を
講
じ
た
。
福
沢
は
東
京
府
の
依
頼

に
応
じ
て
西
洋
の
警
察
法
翻
訳
を
し
て
新
校
地
借
受
け
の
コ
ネ
を
つ
け
た
り
、

右
大
臣
岩
倉
具
視
を
訪
問
し
て
尽
力
を
懇
請
し
た
り
、
福
沢
義
塾
の
三
田
島

（
畑
）

原
藩
邸
の
購
入
・
借
地
実
現
に
苦
心
す
る
。

い
わ
ば
こ
の
期
の
福
沢
屋
諭
吉
は
、
次
の
一
一
一
田
期
へ
の
準
備
期
で
あ
っ
た

と
ふ
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

Ⅲ
出
版
書
目

初
期
福
沢
の
著
述
の
続
編
た
る
雷
銃
操
法
の
巻
之
三
、
西
洋
事
情
の
二
編

が
こ
の
期
の
新
刊
書
目
で
あ
る
。
前
者
は
、
題
言
末
尾
と
奥
附
の
刊
記
か
ら
、

二
年
十
月
脱
稿
↓
十
二
月
出
版
許
可
↓
一
一
一
年
春
ｌ
夏
ご
ろ
刊
行
と
推
定
さ
れ
、

そ
の
奥
附
に
、
慶
応
義
塾
蔵
版
と
の
承
記
し
、
既
刊
の
巻
之
一
・
二
が
「
和

。
○

泉
屋
善
兵
衛
発
見
」
と
し
た
の
と
異
る
の
は
、
書
騨
福
沢
屋
の
地
位
が
自
立

し
た
の
を
示
し
、
ま
た
「
禁
偽
版
」
を
奥
附
に
明
記
し
た
の
は
、
巻
之
一
・

二
に
偽
版
の
噂
が
出
た
の
に
対
応
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。

後
者
は
、
そ
の
巻
之
一
の
例
言
と
見
返
し
の
刊
記
か
ら
二
年
九
月
脱
稿
↓

三
年
十
月
出
版
許
可
↓
刊
行
と
推
定
さ
れ
る
。
こ
れ
は
既
刊
の
初
・
外
編
と

（
Ⅳ
）
。
。

同
じ
く
岡
田
屋
の
発
見
Ⅱ
売
弘
で
、
書
物
仲
間
加
入
の
さ
い
の
保
証
人
た
る

岡
田
屋
と
の
関
係
は
福
沢
屋
自
立
後
も
な
お
密
で
あ
っ
た
こ
と
が
知
れ
る
。

②
福
沢
屋
の
販
売
形
態

法
政
史
学
第
二
十
六
号

書
物
仲
間
の
一
員
と
し
て
福
沢
屋
諭
吉
の
行
っ
た
商
取
引
の
形
態
と
し
て
、

直
接
販
売
に
お
け
る
定
価
割
引
や
運
賃
負
担
な
ど
の
や
り
方
を
ふ
よ
う
。

（
旧
）

①
柏
木
総
蔵
あ
て
の
場
合
（
明
二
・
十
一
一
・
一
一
五
）

「
せ
か
い
国
づ
く
し
、
漸
く
一
両
日
前
製
本
出
来
申
侯
に
付
、
不
取
敢
壱

部
拝
呈
仕
候
」
と
新
刊
直
後
の
見
本
を
送
付
、
「
外
に
拾
部
売
物
と
し
て
差

出
侯
間
宜
敷
御
取
計
奉
願
候
」
と
売
品
を
一
括
送
呈
し
、
こ
の
直
接
販
売
は

部
数
増
加
に
応
じ
、
第
１
表
の
割
引
率
を
適
用
す
る
こ
と
を
知
ら
せ
て
い
る
。

こ
れ
は
福
沢
屋
の
取
引
基
準
で
あ
っ
た
ら

梛吻州州洲洲州帆川柵湫麺ＭⅧⅧ繍物て書簡でも同
ｊ
一
両

（
四
）

し
１

②
一
二
田
藩
知
事
九
鬼
隆
義
あ
て
の
場

く
部

づ
－
１
上
ノ
ノ
ノ
ノ

合
（
三
年
一
一
’
四
月
）

国
一
価
以
ノ
ノ
ノ
ノ

騰慨一促螂Ⅷ酬川川回ＭＭＭ繍鮴卜洲溌洲洲Ⅷ
第
ｒ
’

１
表
）
。
な
お
、
二
月
二
十
日
の
書
簡
で
、

、
、
、

「
無
益
の
手
数
を
省
き
有
害
の
間
連
を
防
が
ん
為
め
態
と
御
直
に
勘
定
書
を

奉
入
御
覧
候
」
と
あ
え
て
藩
知
事
あ
て
の
請
求
書
を
出
し
た
と
し
、
次
の
福

沢
屋
名
義
の
「
覚
」
を
同
封
し
て
い
る
。

一
、
金
弐
百
五
拾
両
也

せ
か
い
国
づ
く
し
弐
百
部
代
壱
部
に
付
金
壱
両
壱
分

内
金
三
拾
七
両
弐
分
定
価
壱
割
半
引

残
正
味
金
弐
百
拾
弐
両
弐
歩
也

右
の
通
り
相
成
申
候
間
、
代
金
は
為
替
に
て
御
遣
被
成
下
候
様
奉
願

候
以
上

八
一
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③
偽
版
対
策

塊
福
九
福
九
上
方
偽
版
へ
の
対
応
と
し
て
、

ソ“川船〃炉朏福沢は二一年十一月、中津帰省
の
途
次
、
大
阪
市
内
の
書
店
で
偽

創
版
本
の
現
物
を
買
い
集
め
、
京
都

型
ｊ
阪

川
状
釦
取
府
に
右
の
請
取
書
添
付
の
上
、
取

》榴吊》》》卍》啼絲巫
紅

（
別
）

四
様
あ
り
て
方
今
も
偽
本
を
売
買

２
５
０
２
５

ｍ
？
皿
巫
廻
“
せ
り
」
「
こ
れ
も
偽
版
一
一
一
二
様
あ

表
ａ

り
」
…
…
と
読
者
に
偽
版
書
目
の

２
明

第
存
在
を
知
ら
せ
、
関
心
を
喚
起
し

三
田
様
御
取
次
衆
中
様

と
あ
り
、
な
お
運
送
賀
に
つ
い
て
は
、

東
京
Ｉ
↓
大
阪
（
三
田
藩
蔵
屋
敷
）

大
阪
ｌ
↓
現
地
（
三
田
）

と
大
阪
ま
で
を
出
版
元
負
担
と
し
て
い
る
。

「
福
沢
屋
諭
吉
」
の
発
展
・
転
換
過
程
（
長
尾
）

二
月
廿
日

福
沢
屋
持
ち

先
方
持
ち

○
○
ｏ

福
沢
屋
諭
士
□

五
、
三
田
期
「
福
沢
屋
諭
吉
」
の
出
版
活
動

（
四
年
三
月
’
五
年
七
月
）

Ⅲ
慶
応
義
塾
の
三
田
移
転

明
治
四
年
三
月
、
慶
応
義
塾
は
新
銭
座
か
ら
一
一
一
田
旧
島
原
藩
邸
跡
に
移
転

し
格
段
の
内
的
充
実
を
す
る
。
既
に
三
年
前
の
創
設
時
に
福
沢
は
「
慶
応
義

コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン

塾
之
記
」
を
起
草
し
「
彼
の
共
立
学
校
の
制
に
徴
ひ
」
同
士
心
の
結
社
（
同

社
・
社
中
・
会
社
）
に
よ
る
私
立
学
校
形
態
を
確
立
し
て
い
た
が
、
こ
こ
に

（
犯
）

改
め
て
「
社
中
之
約
束
」
を
版
行
頒
布
し
、
塾
朧
・
会
計
・
童
子
・
教
授
の

四
項
に
わ
け
て
学
校
運
営
方
針
の
成
文
化
を
行
っ
た
。
そ
し
て
義
塾
が
独
立

の
人
格
で
「
福
沢
氏
の
私
有
に
あ
ら
ず
社
中
共
同
の
有
」
で
あ
り
、
半
教
半
。
ｏ

学
、
「
師
弟
の
分
を
定
め
ず
、
教
る
者
も
学
ぶ
者
も
、
概
し
て
こ
れ
を
社
中

と
唱
ふ
」
と
定
義
づ
け
た
。

義
塾
の
こ
う
し
た
飛
躍
的
な
前
進
は
、
福
沢
屋
諭
吉
の
出
版
業
経
営
に
新

し
い
転
期
を
も
た
ら
し
た
。
す
な
わ
ち
、
一
万
坪
以
上
も
あ
る
敷
地
内
の
、

旧
長
屋
を
印
刷
工
場
と
し
、
職
工
も
こ
こ
に
住
ま
せ
た
。
監
督
は
旧
同
藩
の

八
田
、
松
口
が
ひ
き
つ
づ
き
こ
れ
に
あ
た
り
、
売
捌
き
に
も
従
っ
た
。

②
出
版
書
目

こ
の
期
で
特
徴
的
な
の
は
、
童
蒙
用
教
科
書
関
係
の
出
版
が
よ
り
充
実
し

た
こ
と
で
あ
る
。

て
い
た
福
沢
が
、
い
ま
や
直
接
、
偽
版
の
発
生
現
場
に
摘
発
を
行
っ
た
も
の

（
皿
）

と
し
て
注
目
さ
れ
る
。

福
沢
は
出
版
条
例
体
制
下
の
問
屋
組
合
加
入
に
よ
り
、
そ
の
版
権
保
護
規

定
を
最
大
限
に
活
用
し
た
の
で
あ
る
。

八
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①
啓
蒙
手
習
之
文

序
文
末
尾
と
見
返
し
を
照
応
さ
せ
る
と
、
明
治
四
年
三
月
脱
稿
Ｉ
四
月
刊

行
、
す
な
わ
ち
三
田
移
転
直
後
の
出
版
で
そ
の
ス
ピ
ー
ド
が
知
れ
る
。
編
著

０
○
０
。

。
◎

者
福
沢
、
慶
応
義
塾
が
蔵
版
と
出
板
、
尚
古
堂
発
見
（
見
返
し
）
と
あ
り
、

義
塾
を
表
面
に
立
て
た
福
沢
屋
と
、
充
捌
元
と
し
て
の
尚
古
堂
と
の
出
版
・

販
売
の
分
業
的
関
係
が
よ
く
わ
か
る
。

こ
の
書
は
当
時
の
初
等
教
育
の
実
状
に
て
ら
し
て
手
習
師
匠
に
着
目
し
、

「
い
ろ
は
四
十
七
文
字
よ
り
国
尽
を
始
と
し
、
傍
ら
西
洋
諸
書
を
翻
訳
」
し

た
通
俗
・
実
用
の
文
章
に
よ
る
習
字
手
本
で
あ
っ
た
。
ほ
か
に
②
窮
理
図
解

再
刻
（
明
四
・
六
）
と
③
世
界
国
尽
再
刻
（
同
四
・
一
二
、
発
売
は
翌
年
夏
か
）

と
の
既
刊
再
刻
本
と
あ
わ
せ
、
三
田
期
の
福
沢
屋
が
教
科
書
出
版
に
中
心
を

お
い
て
ス
タ
ー
ト
し
た
こ
と
が
わ
か
る
。

④
学
問
の
す
す
め
全
八
の
ち
に
初
細
Ｖ
（
明
五
・
二
初
版
）

（
鋼
）

も
と
も
と
こ
れ
は
明
治
四
年
十
一
月
、
郷
里
の
中
津
市
学
校
が
旧
藩
主
奥

平
昌
迩
と
旧
藩
士
有
志
の
発
恋
と
、
棉
沢
の
勧
め
に
よ
っ
て
開
校
さ
れ
る
に

さ
い
し
、
学
問
の
趣
意
を
記
し
て
同
郷
友
人
に
示
し
た
も
の
で
紙
数
十
枚
程

度
の
単
独
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
で
あ
っ
た
。
Ⅲ
藩
出
身
の
小
幡
篇
次
郎
が
慶
応

義
塾
か
ら
派
遣
さ
れ
、
そ
の
初
代
校
長
に
な
っ
た
。

こ
の
小
冊
子
が
巻
頭
に
「
福
沢
諭
書
小
幡
篤
次
郎
同
箸
」
と
記
し
、
巻
末

に
も
連
署
し
て
い
る
の
は
、
こ
う
し
た
事
情
を
語
る
。
「
天
は
人
の
上
に
人

を
造
ら
ず
人
の
下
に
人
を
造
ら
ず
と
い
へ
り
」
で
始
ま
る
「
学
問
の
す
す
め
」

は
、
特
殊
具
体
的
に
郷
里
の
友
人
に
寄
せ
る
ア
ピ
ー
ル
で
あ
り
、
読
者
も
少

数
が
予
想
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
っ
た
。

⑤
童
蒙
を
し
へ
草
初
編
（
明
五
・
六
刊
）

法
政
史
学
第
二
十
六
号

刊
本
の
序
文
末
尾
に
は
五
年
壬
申
三
月
と
あ
る
が
、
福
沢
家
所
蔵
草
稿
木

に
は
四
年
辛
未
四
月
と
あ
り
、
三
田
移
転
翌
月
の
脱
稿
と
知
れ
る
。
こ
れ
は

寓
話
・
逸
話
・
教
訓
を
主
と
し
た
童
蒙
用
修
身
書
で
、
学
制
頒
布
後
の
翻
訳

教
科
書
時
代
に
は
、
中
村
正
直
の
西
国
立
志
編
と
並
び
、
修
身
教
育
に
広
く

利
用
さ
れ
た
。

③
社
会
的
背
景

明
治
四
年
七
月
、
御
親
兵
一
万
の
兵
力
を
背
景
に
廃
藩
置
県
を
断
行
し
た

政
府
は
、
啓
蒙
専
制
政
治
の
一
環
と
し
て
附
明
的
政
策
を
打
ち
出
し
た
。
今

ま
で
新
政
府
を
磯
夷
論
者
、
乱
暴
者
の
集
合
と
思
い
不
信
と
疑
惑
を
感
じ
て

い
た
福
沢
は
、
西
洋
事
物
の
紹
介
を
主
眼
と
し
た
も
の
を
著
訳
・
出
版
し
て

（
皿
）

き
た
。
し
か
し
「
古
今
の
一
大
盛
挙
」
を
断
行
し
え
た
明
治
政
府
は
、
今
や

福
沢
の
教
う
る
に
足
り
援
け
る
に
足
り
る
相
手
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

少
数
特
定
の
読
者
に
示
す
つ
も
り
で
あ
っ
た
「
学
問
の
す
す
め
」
は
、
意

想
外
の
広
汎
な
読
者
を
得
た
。
早
く
も
愛
知
県
発
行
の
「
学
問
の
さ
と
し
」

が
五
年
五
月
偽
版
と
し
て
出
版
さ
れ
る
ほ
ど
世
の
注
目
を
集
め
た
の
で
あ
る
。

こ
う
し
て
、
少
部
数
を
想
定
し
た
初
版
の
活
版
印
刷
本
は
、
同
年
六
月
再
刻
、

六
年
四
月
三
刻
の
さ
い
は
木
版
和
紙
本
に
改
め
ら
れ
、
販
売
部
数
の
拡
大
に

こ
た
え
た
の
で
あ
る
。

廃
藩
置
県
実
施
以
後
の
開
明
政
策
は
、
言
論
界
に
も
新
風
を
吹
き
こ
ん
だ
。

参
議
木
戸
孝
允
の
意
図
か
ら
出
た
「
新
聞
雑
誌
」
（
四
年
五
月
第
一
号
）
と

前
後
し
て
「
横
浜
毎
日
」
「
東
京
日
ご
「
郵
便
報
知
」
な
ど
の
新
聞
が
続
々

、
、
、
、

出
現
し
、
ブ
ラ
ッ
ク
の
「
日
新
真
事
誌
」
も
こ
れ
に
対
抗
し
、
政
論
新
聞
時

（
閉
）

代
が
現
出
す
る
。

四
年
七
月
の
新
聞
紙
条
例
は
掲
載
記
事
に
つ
い
て
規
則
を
示
し
た
が
、
開

八
四
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六
、
慶
応
義
塾
出
版
局
期
の
出
版
活
動

（
五
年
八
月
ｌ

）

Ⅲ
慶
応
義
塾
出
版
局
へ
の
発
展

以
上
の
よ
う
な
社
会
的
条
件
に
恵
ま
れ
て
、
福
沢
屋
の
業
績
は
一
大
躍
進

を
と
げ
、
慶
応
義
塾
出
版
局
と
名
づ
け
ら
れ
る
企
業
体
の
創
設
と
な
っ
た
。

事
務
所
丼
に
工
場
は
今
の
図
書
館
の
所
に
あ
っ
た
福
沢
旧
宅
に
移
り
、
人
的

ス
タ
ッ
フ
も
主
任
朝
吹
英
二
、
局
員
八
田
・
松
口
（
前
出
）
桜
井
恒
次
郎
・

萩
友
五
郎
・
飯
田
平
作
・
中
島
精
一
ら
十
数
人
、
職
工
も
新
た
に
二
○
○
人

余
を
雇
入
れ
、
製
本
所
も
大
い
に
規
模
を
拡
張
し
た
。
福
沢
の
出
版
企
業
は
、

義
塾
の
教
育
活
動
を
表
面
に
お
し
出
し
た
ユ
ニ
バ
ー
シ
テ
ィ
・
プ
レ
ス
の
企

業
形
態
と
し
て
名
実
共
に
完
成
し
た
の
で
あ
る
。
こ
の
出
版
局
創
設
が
、
学

制
頒
布
と
同
日
で
あ
る
こ
と
は
、
き
わ
め
て
象
徴
的
で
あ
る
。

明
主
義
の
立
場
か
ら
新
聞
へ
期
待
す
る
態
度
が
見
え
る
。
出
版
条
例
は
五
年

正
月
、
改
正
公
布
さ
れ
た
。
こ
れ
は
二
年
の
旧
条
例
の
条
文
を
整
え
た
も
の

で
、
内
容
に
大
差
は
な
い
が
、
「
成
法
ヲ
誹
議
シ
人
罪
ヲ
証
告
ス
ル
事
ヲ
箸

ス
ル
ヲ
許
サ
ス
（
第
二
条
）
」
は
緩
和
的
と
な
り
、
納
本
も
五
部
か
ら
三
部

へ
と
減
じ
、
罰
金
規
定
が
「
事
情
二
拠
テ
罰
ヲ
議
ス
ヘ
シ
（
第
九
条
）
」
と

な
っ
た
。
所
管
は
学
校
か
ら
文
部
省
に
移
っ
た
が
、
三
都
年
行
司
の
自
己
統

制
規
定
も
存
置
さ
れ
た
。

福
沢
は
五
年
の
四
’
七
月
は
関
西
に
遊
び
、
京
都
の
小
学
校
視
察
を
し
た

り
、
中
津
に
行
き
市
学
校
を
視
察
し
た
。
そ
の
間
、
五
月
に
は
従
来
、
政
府

か
ら
借
地
し
て
い
た
慶
応
義
塾
の
地
所
の
払
下
げ
を
受
け
た
。

「
福
沢
屋
」
は
充
実
期
か
ら
発
展
期
に
入
る
の
で
あ
る
。

「
福
沢
屋
諭
吉
」
の
発
展
・
転
換
過
程
（
長
尾
）

編
沢
は
、
出
版
局
創
設
を
届
出
る
た
め
に
、
改
め
て
書
物
仲
間
問
屋
組
合

に
加
入
し
た
。
東
京
都
公
文
書
館
所
蔵
「
明
治
五
年
諸
願
伺
綴
、
勧
業
課
第

（
配
）

三
十
四
号
」
に
「
書
物
問
屋
行
事
共
よ
り
三
田
弐
丁
目
福
沢
諭
告
同
渡
世
新

規
加
入
為
致
願
」
が
あ
る
。
こ
れ
で
は
「
願
人
福
沢
諭
吉
」
と
あ
る
が
、
な

お
書
物
仲
間
と
し
て
福
沢
屋
を
称
し
て
い
た
こ
と
は
、
『
戊
辰
以
来
新
刻
書

（
”
）

目
便
覧
』
所
収
、
東
京
府
下
書
物
問
屋
姓
名
記
（
明
治
六
年
刊
）
に
「
三
田

。
ｏ
○

一
一
丁
目
福
沢
福
沢
屋
諭
吉
」
と
あ
る
の
に
よ
っ
て
も
明
ら
か
で
あ
る
。

刊
行
の
さ
い
は
出
版
局
、
書
物
問
屋
仲
間
の
あ
い
だ
で
は
福
沢
屋
と
二
枚

看
板
が
使
わ
れ
た
の
で
あ
る
。

②
学
制
頒
布
と
慶
応
義
塾

学
制
序
文
ま
た
は
「
被
仰
出
書
」
（
大
政
官
布
告
二
一
四
号
）
は
学
制
の

趣
旨
を
周
知
せ
し
め
る
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
れ
の
起
草
者
は
判
明
し
な
い
が
７

柵
沢
の
「
学
問
の
す
す
め
」
と
同
系
統
の
思
想
で
あ
り
、
内
容
・
文
章
も
似

（
肥
）

て
い
る
。
翌
六
年
、
欧
米
視
察
か
ら
帰
国
し
た
文
部
少
輔
田
中
不
二
麻
呂
は

文
部
省
顧
問
□
口
ご
苞
巨
昌
国
】
と
共
に
学
制
実
施
に
鋭
意
あ
た
る
。
田
中
と

親
交
の
あ
っ
た
福
沢
は
こ
の
こ
ろ
そ
の
帷
帽
に
あ
っ
た
の
で
、
「
文
部
省
は

竹
橋
に
在
り
、
文
部
卿
は
三
田
に
在
り
」
と
評
さ
れ
、
文
部
行
政
の
陰
の
指

（
羽
）

導
者
と
目
さ
れ
た
と
い
わ
れ
て
い
る
。

義
塾
出
身
者
が
地
方
の
（
と
く
に
新
設
の
師
範
学
校
）
英
学
教
師
と
し
て

（
釦
）

赴
任
す
る
者
が
多
く
、
義
塾
使
用
の
教
科
書
を
地
方
に
普
及
さ
せ
た
が
、
義

塾
自
身
も
、
大
阪
（
六
・
二
）
、
京
都
（
七
・
二
）
、
徳
島
（
七
・
七
）

と
積
極
的
に
地
方
に
分
校
を
開
設
し
た
。

こ
れ
ら
両
者
は
相
ま
っ
て
、
出
版
局
の
出
版
物
の
全
国
的
普
及
に
大
き
な
・

力
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

八
五
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側
出
版
書
目

こ
の
時
期
の
出
版
物
に
は
、
①
文
明
開
化
政
策
に
対
応
す
る
改
暦
弁
（
六

二
・
一
）
会
議
弁
（
六
年
刊
）
、
旧
習
批
判
の
戯
作
か
た
わ
娘
、
と
り
わ

．
（
皿
）

け
学
問
の
す
す
め
二
編
（
六
・
一
一
）
一
一
一
編
（
六
・
一
一
一
）
な
ど
と
、
②
小

学
用
教
科
書
系
列
の
童
蒙
を
し
へ
草
二
編
（
五
・
九
）
素
本
世
界
国
尽
（
五

二
○
）
子
供
必
用
日
本
地
図
草
紙
（
六
・
七
）
読
永
方
・
作
文
教
科
書
の

文
字
之
教
（
六
・
八
）
が
あ
る
。

福
沢
屋
の
発
行
し
た
出
版
物
は
、
「
学
制
」
制
定
後
の
「
小
学
校
用
フ
ベ

キ
図
書
」
に
そ
の
多
く
を
指
定
さ
れ
た
。
こ
れ
に
よ
り
そ
の
需
要
は
飛
躍
的

（
犯
）

に
墹
加
す
る
の
で
あ
る
。

こ
れ
ら
と
傾
向
を
異
に
す
る
③
帳
合
之
法
初
編
（
六
・
六
）
は
単
式
簿
記

教
科
書
（
複
式
の
部
は
七
年
六
月
刊
）
で
、
簿
記
学
史
上
草
分
け
の
地
位
を

も
つ
。
そ
の
本
文
例
示
中
に
「
福
沢
屋
ト
丸
屋
」
が
あ
り
、
そ
の
「
凡
例
」

、
、

で
福
沢
が
実
学
に
よ
り
「
学
者
も
金
持
と
為
り
、
金
持
も
学
者
と
為
り
て
、

天
下
の
経
済
更
に
一
面
目
を
改
め
」
る
事
を
願
っ
て
い
る
の
は
、
後
述
す
る

福
沢
の
「
総
勘
定
」
開
始
と
相
対
応
し
、
こ
の
書
の
福
沢
屋
に
と
っ
て
の
実

践
的
意
義
を
示
す
も
の
で
あ
り
、
こ
の
期
の
出
版
企
業
が
い
ち
だ
ん
と
充
実

し
た
こ
と
が
わ
か
る
。

側
出
版
事
業
の
規
模
・
収
益

福
沢
は
詳
細
な
「
家
計
決
算
書
」
（
六
・
一
・
一
六
付
）
と
「
総
勘
定
」

（
五
’
二
○
年
）
を
残
し
て
い
期
』
こ
の
総
勘
定
に
よ
る
と
福
沢
の
多
方
面

に
わ
た
る
出
資
状
況
が
わ
か
る
が
、
こ
こ
で
は
こ
れ
を
主
題
に
即
し
て
抜
粋

す
る
と
次
の
表
の
よ
う
に
な
る
。

第
３
表
の
ｂ
・
ｃ
は
上
に
述
べ
た
出
版
局
の
製
本
所
拡
張
へ
の
出
資
、
ａ

法
政
史
学
第
二
十
六
号

第３表 Ⅲ|治６年 １月1５ 総勘定元手の部（抜粋）

6,377両一貫375文

５，２７６７４６４

２００－－

は
稲
沢
の
蔵
版
収
益
未
回
収
分
で
あ
り
、
企
業
体
と
し
て
の
出
版
局
に
対
し
、

稲
沢
が
著
者
兼
資
本
家
の
立
場
に
あ
る
こ
と
が
知
れ
る
。

第
４
表
は
、
出
版
局
創
立
以
来
一
ヵ
年
余
を
経
過
し
て
い
る
時
期
で
あ
る

が
、
ｄ
の
蔵
版
書
在
庫
高
が
二
万
両
弱
の
巨
額
に
上
る
こ
と
、
出
版
局
へ
の

出
演
が
継
続
さ
れ
（
ａ
．
ｂ
）
、
さ
ら
に
、
後
に
述
べ
る
出
版
社
へ
の
加
入

出
資
（
ｃ
）
が
十
月
一
日
時
点
で
記
載
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
注
目
さ
れ
る
。

節
５
表
で
は
、
ｃ
の
蔵
版
代
が
第
４
表
ｄ
に
比
し
箸
増
し
て
い
る
が
、
こ
れ

蔵版普代71.請取分

製本所元入

同断
●
●
●

ａ
ｏ
ｂ
ｃ

(元手総合計 17,960）

第４表 Uj治６年10月１１二１総勘定

１１}の部〆めて

入の部〃

45,693ilIij71T

４，５４７４

499文

698

差引（出） ４１，１４６２ 8０１

出の部（抜粋）

ａ・出版局差引貸金

ｂ、〃働社中

ｃ、〃社中出金加入

ｄ・蔵版書製本有品

売捌値段に積り
たる代金の高

八

六

’
９賃

９

5,333両

７５３

３，５００

１８，６０５

210文

7８９

３ 248
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は
「
蔵
版
の
仕
立
中
其
品
十
月
に
は

》一群｜』Ⅲ←排『飛旺｛一僻》》軒冊時『｛｝、
そ
の
後
の
一
一
一
ヵ
月
に
完
成
品
に
な
し

幽
弱
肌
Ｌ
ａ
＆
こ
と
が
知
れ
る
。
蔵
版
代
三
万
三
千

両
を
十
か
月
賦
と
す
る
約
束
が
な
さ

治
一

Ｊ
ケ
束
れ
た
の
は
、
ｂ
の
入
社
金
が
語
る

明
―
て

口
、
約
「
慶
応
義
塾
出
版
社
」
成
立
に
伴
う

り
め
〃

伽
汕
脇
措
置
と
思
わ
れ
る
。

旧
｜
〆

姓
部
部
納
勿
雌
咀
輔
福
沢
は
こ
の
こ
ろ
の
書
簡
（
六
・

（
弧
）

技
パ
入
酉
に
七
・
二
○
）
で
「
出
版
局
も
随
分
盛

治
一
の
の
洲
脇
〃
鰍
胴
な
り
…
…
」
官
吏
や
教
師
が
「
一
年

一
金
金
引
の
出
蔵
月
の
所
得
五
・
六
百
の
メ
ク
サ
レ
金
を

表
金
・
・
・

５
貸
借
差
貸
ａ
ｂ
ｃ
何
に
用
る
哉
」
出
版
局
は
「
唯
今
に

第
１
１
Ｉ
し
て
も
一
年
拾
弐
・
一
一
一
万
両
の
商
売
は

い
た
し
、
随
分
イ
ン
ポ
ル
タ
ン
ス
な
」
り
と
い
い
、
ま
た
別
の
書
簡
（
六
・

（
鍋
）

七
・
二
四
）
で
「
活
計
は
読
書
翻
訳
を
渡
世
い
た
し
、
随
分
家
屋
も
出
来
、

富
有
の
一
事
に
至
て
は
在
官
の
大
臣
参
議
な
ど
羨
む
に
足
ら
ず
」
と
豪
語
し

て
い
る
。

ま
こ
と
に
、
「
文
明
開
化
」
政
策
、
と
く
に
「
学
制
」
施
行
に
支
援
さ
れ

た
出
版
局
期
は
福
沢
屋
諭
吉
の
黄
金
時
代
で
あ
り
、
業
績
の
発
展
・
繁
栄
は

華
々
し
い
も
の
が
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

「
福
沢
屋
諭
吉
」
の
発
展
・
転
換
過
程
（
長
尾
）

七
、
慶
応
義
塾
出
版
社
期
の
出
版
活
動

（
七
年
一
月
’
八
年
九
月
）

Ⅲ
慶
応
義
塾
出
版
社

出
版
局
は
三
田
期
以
来
の
初
等
教
科
書
や
「
学
問
の
す
す
め
」
な
ど
文
明

開
化
期
の
社
会
情
勢
に
マ
ッ
チ
し
た
好
企
画
に
よ
り
規
模
を
拡
大
し
て
い
っ

た
。
そ
こ
で
明
治
七
年
初
頭
、
組
織
を
改
め
て
合
資
会
社
組
織
の
「
慶
応
義

塾
出
版
社
」
と
し
、
株
券
を
出
資
者
に
交
付
し
た
。
券
面
に
ペ
ン
と
ソ
ロ
バ

ン
と
ハ
ヵ
リ
の
絵
と
「
筆
端
能
く
一
生
を
経
緯
す
。
努
力
以
て
天
下
を
富
貴

す
」
の
短
文
を
印
刷
し
て
あ
る
。
福
沢
の
学
・
商
一
致
の
主
張
を
よ
く
表
し

た
も
の
と
い
え
よ
う
。
出
版
社
の
業
績
は
好
調
で
、
印
刷
用
紙
と
し
て
毎
月

千
俵
内
外
の
土
佐
半
紙
を
仕
入
れ
る
程
で
あ
っ
た
。

と
く
に
注
目
さ
れ
る
の
は
活
版
印
刷
機
の
導
入
で
新
た
に
創
刊
し
た
「
民

間
雑
誌
」
（
七
・
二
以
降
）
や
、
「
学
問
の
す
す
め
」
第
四
’
二
編
は
こ

れ
で
印
刷
し
た
。
出
版
収
益
は
、
売
上
げ
か
ら
諸
費
用
を
差
引
い
た
も
の
を

著
者
に
与
え
、
出
版
社
は
そ
の
五
％
の
手
数
料
を
と
る
方
式
で
あ
っ
た
が
、

出
版
物
の
売
れ
行
き
が
よ
か
っ
た
た
め
、
総
体
と
し
て
巨
額
に
上
り
、
少
な

か
ら
ぬ
積
立
金
が
で
き
た
。

②
出
版
書
目

こ
の
時
期
の
新
刊
と
し
て
は
、
「
帳
合
之
法
・
二
編
」
（
七
・
六
）
の
ほ
か

は
、
右
に
あ
げ
た
「
民
間
雑
誌
」
と
「
学
問
の
す
す
め
」
四
’
一
三
編
（
七

．
｜
’
七
・
一
二
）
一
四
編
（
八
・
一
一
一
）
で
あ
る
。

福
沢
は
、
明
治
七
年
一
月
元
日
の
慶
応
義
塾
社
中
の
会
同
で
演
説
（
学
問

の
す
す
め
五
編
と
し
て
刊
行
）
し
、
社
中
の
全
員
が
「
所
得
の
知
見
を
文
明

八
七
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の
事
実
に
施
」
す
べ
く
、
商
売
・
法
律
・
工
業
９
農
業
さ
ら
に
「
著
書
訳
術

、
、

新
聞
の
出
版
、
凡
そ
文
明
の
事
件
は
尺
く
取
て
我
私
有
と
為
し
、
国
民
の
光

、
、
、
、
、
、

を
為
し
て
政
府
を
相
助
け
、
官
の
力
と
私
の
力
と
を
互
に
平
均
し
て
一
国
全

（
調
）

体
の
力
を
増
」
す
こ
と
の
必
要
を
力
説
し
て
い
る
。
七
年
二
月
の
韮
已
簡
で
は

、
、
、
、
、
、
、

「
妓
早
翻
訳
に
念
は
無
之
、
当
年
は
百
事
を
止
め
、
読
書
勉
強
致
候
積
り
」

、
、
、

「
学
問
の
傍
に
少
を
仕
事
は
、
小
幡
君
と
謀
り
民
間
雑
誌
と
申
一
一
ウ
ス
の
如

き
し
の
を
毎
月
一
両
度
づ
上
出
版
の
積
り
」
と
い
い
、
「
学
問
の
す
す
め
」

七
綱
ま
で
の
脱
稿
を
報
じ
て
「
此
節
は
余
程
ポ
ー
ル
ド
な
る
こ
と
を
云
ふ
し

さ
し
支
え
な
し
。
出
版
免
許
の
課
長
は
肥
田
（
昭
作
）
と
秋
山
（
値
太
郎
）

と
義
塾
出
身
者
で
あ
り
、
「
大
丈
夫
な
る
請
人
に
て
面
白
し
」
と
州
版
検
閲

官
と
の
コ
ネ
を
述
べ
て
い
る
。

福
沢
も
有
力
会
員
で
あ
る
明
六
社
は
、
こ
の
一
一
月
に
成
り
、
三
月
か
ら
「
朋

六
雑
誌
」
が
発
刊
さ
れ
る
時
期
で
あ
っ
た
。
文
明
開
化
の
風
潮
に
乗
っ
て
言

論
の
自
由
、
新
聞
・
雑
誌
の
盛
行
を
生
ん
で
い
た
。
そ
し
て
、
六
年
五
月
の

井
上
・
渋
沢
の
「
財
政
意
見
書
」
の
日
新
真
事
誌
へ
の
掲
載
、
十
月
の
征
稗

論
の
破
裂
と
西
郷
・
板
垣
ら
の
下
野
、
十
月
十
九
日
の
「
新
聞
紙
発
行
条
Ⅲ
」

第
一
○
Ｊ
一
五
条
に
よ
る
政
治
外
交
の
論
議
批
評
の
一
切
禁
止
、
七
年
一
月

十
八
日
板
垣
前
参
議
の
民
撰
議
院
設
立
建
白
の
日
新
真
事
誌
へ
の
発
表
な
ど

、
、
、
、

を
経
て
、
新
聞
は
い
ち
じ
る
し
く
政
論
新
聞
の
色
彩
を
強
め
る
よ
う
に
な
っ

て
き
て
い
た
。

福
沢
は
こ
の
よ
う
な
時
勢
に
対
応
し
て
、
義
塾
出
版
社
を
創
立
し
て
ニ
ュ

ー
ス
性
の
あ
る
小
型
雑
誌
「
民
間
雑
誌
」
創
刊
に
ふ
ゑ
き
っ
た
の
で
あ
る
。

第
一
号
緒
言
で
「
田
舎
の
有
志
の
士
」
に
呼
び
か
け
て
、
地
力
の
実
梢
と
川

題
の
来
信
を
乞
い
「
社
の
記
者
は
諸
方
の
報
告
を
参
考
し
て
、
こ
れ
を
西
洋

法
政
史
学
第
二
十
六
号

の
諸
書
に
質
し
、
其
義
を
意
訳
し
て
」
報
告
す
る
形
式
の
、
読
者
と
共
に
作

る
雑
誌
を
Ⅱ
ざ
し
て
い
る
。

と
こ
ろ
が
、
こ
れ
に
対
応
す
る
「
学
問
の
す
す
め
」
の
方
は
、
初
’
三
編

の
俗
語
を
用
い
読
み
や
す
い
大
衆
啓
蒙
の
．
〈
ン
フ
レ
ッ
ト
か
ら
転
じ
、
（
七

年
中
は
毎
月
一
冊
、
と
き
に
二
Ⅲ
と
雑
誌
に
近
い
発
行
を
し
た
の
に
）
一
月

刊
行
の
四
・
五
編
か
ら
俄
然
難
し
い
文
字
を
使
う
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
れ
は

稲
沢
が
「
学
者
を
相
手
に
し
て
論
を
立
て
し
も
の
な
る
ゆ
え
」
で
、
第
四
編

「
学
者
の
職
分
を
論
ず
」
は
当
時
の
祥
学
者
を
目
標
と
し
て
立
論
し
た
が
、

端
な
く
も
明
六
社
に
属
す
る
在
官
の
学
者
の
総
反
撃
を
浴
び
る
と
こ
ろ
と
な

っ
た
。
第
六
編
（
二
月
刊
）
の
「
国
法
の
貴
き
を
論
ず
」
と
第
七
編
の
「
国

民
の
職
分
を
論
す
」
（
三
月
刊
）
は
、
共
に
法
治
国
家
の
国
民
の
国
法
に
対

す
る
態
度
を
論
じ
た
も
の
で
あ
る
が
、
第
六
編
で
私
裁
の
不
可
を
論
じ
て
敵

討
と
階
殺
に
触
れ
て
赤
煎
浪
士
を
「
大
な
る
間
達
」
と
し
た
点
や
、
つ
づ
く

節
八
編
（
四
月
刊
）
で
「
政
府
な
る
し
の
其
分
限
を
越
て
暴
政
を
行
ふ
」
ぱ

あ
に
「
正
理
を
守
て
身
を
乗
る
」
マ
ル
チ
ル
ド
ム
を
最
上
策
と
し
、
世
に

忠
臣
義
士
と
讃
え
ら
れ
る
者
「
多
く
は
両
主
政
権
を
争
ふ
の
師
に
関
係
す
る

者
」
で
あ
り
「
其
形
は
美
に
似
」
て
い
る
が
、
「
其
実
は
世
に
益
す
る
こ
と

な
し
」
と
論
じ
た
こ
と
か
ら
、
い
わ
ゆ
る
楠
公
権
助
論
と
目
さ
れ
て
、
新
聞

雑
誌
に
頻
々
と
投
書
が
掲
載
せ
ら
れ
る
な
ど
、
そ
の
論
調
は
世
論
を
刺
戟
す

る
と
こ
ろ
が
少
な
く
な
か
っ
た
。

し
か
し
結
果
的
に
は
、
そ
れ
ら
は
「
学
問
の
す
す
め
」
へ
の
国
民
的
関
心

（
訂
）

を
一
局
め
、
売
れ
行
き
を
激
増
さ
せ
、
福
沢
が
後
に
「
古
来
稀
有
の
発
見
」
と

自
ら
豪
語
す
る
要
因
の
一
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

側
「
文
明
論
之
概
略
」
と
言
論
恐
怖
時
代

八
八
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い
わ
ゆ
る
楠
公
権
助
論
が
招
い
た
世
論
の
反
擁
に
対
す
る
弁
明
書
と
し
て
、

苦
心
、
執
筆
さ
れ
た
の
が
文
明
論
之
概
略
（
緒
一
一
一
一
口
八
年
三
月
、
出
版
許
可
四

月
、
同
年
刊
）
で
、
従
来
「
西
洋
新
事
物
の
輸
入
と
共
に
我
国
旧
弊
習
の
排

、
、
、
、
、
、

斥
を
目
的
」
と
し
て
来
た
た
め
敵
と
な
っ
た
、
儒
教
流
の
故
老
を
味
方
に
し

よ
う
と
の
意
図
か
ら
「
中
途
に
て
著
述
を
廃
し
、
暫
く
原
書
を
読
み
、
又
筆

を
執
り
」
、
「
国
の
独
立
は
目
的
な
り
、
国
民
の
文
明
は
此
目
的
に
達
す
る
の

術
」
な
る
こ
と
に
結
論
づ
け
た
も
の
で
あ
る
。
稲
沢
自
ら
の
言
う
「
初
段
は

州
除
破
壊
の
主
義
に
し
て
、
範
二
段
は
鯉
憎
経
営
の
主
義
」
と
す
る
若
述
意

図
の
一
大
転
機
が
こ
こ
に
具
現
し
て
い
る
。

ひ
る
が
え
っ
て
当
時
の
言
論
界
を
ふ
る
と
、
民
権
派
新
聞
と
官
権
派
新
聞

の
対
立
が
激
し
く
、
郵
便
報
知
は
旧
幕
臣
栗
本
鋤
雲
を
迎
え
、
編
沢
門
下
生

の
投
稿
で
紙
上
に
論
陣
を
は
り
、
朝
野
は
成
鳥
柳
北
・
末
広
鉄
腸
、
東
京
曙

は
古
沢
滋
・
大
井
憲
太
郎
等
々
論
客
を
迎
え
、
こ
れ
に
対
し
東
京
日
々
は
福

地
桜
痴
を
迎
え
て
、
た
が
い
に
民
選
議
院
論
の
火
花
を
散
ら
し
た
。

こ
う
し
た
世
論
に
対
し
、
政
府
は
漸
進
説
を
と
り
、
八
年
四
月
元
老
院
・

大
審
院
・
地
方
官
会
議
を
設
置
し
、
漸
次
立
憲
政
体
樹
立
の
詔
勅
が
川
さ
れ

た
。
つ
づ
い
て
六
月
二
十
日
、
第
一
回
地
方
官
会
議
を
開
く
と
共
に
、
新
聞

紙
条
目
（
八
・
六
・
二
八
）
と
議
諦
律
（
全
日
）
を
公
布
し
、
体
刑
以
下
罰

金
の
厳
罰
を
科
す
る
こ
と
と
し
、
言
論
恐
怖
時
代
を
将
来
し
た
。

こ
う
し
た
政
治
過
程
の
中
で
、
「
文
明
論
之
概
略
」
は
執
躯
さ
れ
、
刊
行

さ
れ
た
の
で
あ
っ
た
。

四
出
版
条
例
の
改
正
と
「
福
沢
屋
」
の
転
換

出
版
条
例
も
右
の
よ
う
な
社
会
状
況
の
中
で
改
正
さ
れ
、
八
年
九
Ⅱ
三
日

宗
謹
鎗
読
告
）
公
布
さ
れ
た
。
そ
れ
は
版
権
を
「
専
売
ノ
権
」
（
第
二
条
）
と

「
福
沢
屋
諭
吉
」
の
発
展
・
転
換
過
程
（
長
尾
）

定
義
し
詳
細
な
規
定
を
罰
則
と
共
に
設
け
た
。
福
沢
が
多
年
戦
っ
て
き
た
偽

版
撲
滅
の
法
的
根
拠
は
こ
こ
に
確
立
し
た
。
し
か
し
、
新
聞
紙
条
目
、
議
誘

律
の
禁
止
条
項
の
延
用
（
第
五
条
）
な
ど
言
論
抑
圧
の
面
が
強
化
さ
れ
た
。

そ
し
て
、
文
部
省
か
ら
内
務
省
へ
の
検
閲
の
所
管
替
え
に
よ
り
、
内
務
官
僚

の
直
接
の
椛
力
支
配
を
う
け
る
こ
と
な
り
、
江
戸
時
代
以
来
つ
づ
い
て
来
た

書
物
仲
間
問
屋
組
合
が
年
行
司
を
中
心
と
し
て
も
っ
て
き
た
権
限
は
喪
失
す

る
に
至
る
。

こ
う
し
て
川
屋
組
合
の
有
名
無
実
化
に
よ
り
、
福
沢
の
書
物
仲
間
と
し
て

の
地
位
、
し
た
が
っ
て
柵
冊
園
の
登
録
名
Ⅱ
屋
号
も
自
然
消
滅
す
る
の
で
あ
る
。

⑤
慶
応
義
塾
出
版
社
期
の
規
模
・
収
益

以
上
の
時
代
背
景
の
中
て
、
と
く
に
出
版
社
と
の
関
係
の
中
で
福
沢
股
諭

吉
は
ど
の
よ
う
な
収
益
を
あ
げ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
第
６
．
７
表
に
つ

い
て
考
え
よ
う
。

』
又

』
』
文

出
版
社
の
時
期
に
な
っ
て
も

州
旭

↑
０
７

伽
伽
咀
細
沢
の
勘
定
で
は
出
版
局
の
ま

定
３
１
主
で
記
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の

脈
Ⅷ
Ⅶ

債
権
は
弐
万
両
以
上
の
巨
額
で

鮒川棚“あり、出版社の福沢への依
総
泪
汀

を
引
皿
型
Ｌ
乢
存
の
強
さ
が
知
れ
る
。
こ
の
債

川
貸
代
割
且

Ⅲ
金
刻
壱
回
一

権
は
九
年
一
月
で
は
さ
ら
に
別

朏峅脇辨辨腿肺〃螂諏柵阯拡り剛脈舳川舳三Ⅲ
出
蔵
し
に

山
蔵

表
・
・
但
寛
表
・
・
，
％
減
で
減
少
傾
向
が
承
ら
れ
る

６
ａ
ｂ

７
ａ
ｂ
ｃ
の
は
注
目
に
値
す
る
・

第
第

八
九
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第８表出版社への資本投下と蔵版利益
八
、
後
期
福
沢
屋
諭
吉
期
の
出
版
活
動

（
八
年
九
月
’
十
五
年
三
月
）

Ⅲ
こ
の
期
の
福
沢
と
慶
応
義
塾
出
版
社

福
沢
屋
の
呼
称
は
、
八
年
九
月
三
日
の
出
版
条
例
改
正
公
布
に
伴
い
消
滅

し
た
が
、
福
沢
の
慶
応
義
塾
出
版
社
と
の
関
係
は
、
十
五
年
三
月
ま
で
継
続

し
た
。
そ
れ
は
、
主
題
の
福
沢
屋
諭
吉
に
つ
い
て
い
え
ば
後
期
と
ゑ
ら
れ
る

が
、
ま
た
十
五
年
以
降
の
新
聞
人
福
沢
の
前
史
Ⅱ
転
換
過
程
と
し
て
の
性
格

を
も
つ
時
期
で
あ
っ
た
。
ま
ず
、
こ
の
期
間
の
福
沢
の
出
版
社
へ
の
出
資
状

況
と
蔵
版
利
益
を
「
総
勘
定
」
か
ら
表
に
し
て
承
よ
う
。

｜
文
町
、
卵
朋
３
３
資
本
投
下
の
欄
の
㈹
は

益
１
６

八
年
一
月
総
勘
定
（
第
６

利
貫
１
６
銭
妬
如
狙
凹
皿
表
）
に
「
元
金
賛
」
と
あ

“｜Ⅶ両孵麺円》》》懸麺肌剛切椥一一卿←岬州吋

法
政
史
学
第
二
十
六
号

総勘定’資本投下｜蔵版利益

両貫文
Ⅳ)21,500

(ﾛ）１，２４６３９３０

６）21,500-－

の５７７０３０

(ｲ)21,500-－

W)20,650-－

６）20,650-－

明９．１．１７

1０．１．１７

１１．１．１７

１２．１．１７

１３．１．１７

１４．１．１７

１５.１．１７

固
定
、
十
二
年
に
減
少
、

十
四
年
に
と
０
な
り
、
回

⑪
は
八
年
の
部
の
「
同
時

か
し
」
で
十
一
年
で
０
と

な
る
。
蔵
版
利
益
は
八
年

一
月
総
勘
定
に
既
に
減
少

が
承
ら
れ
て
い
た
が
、
十

年
か
ら
格
段
に
陥
没
し
て

き
た
。
十
年
頃
か
ら
朝
吹

を
始
め
主
要
社
員
が
他
に

転
じ
、
そ
の
後
は
中
島
精

一
が
事
業
を
担
任
し
た
の
も
、
右
の
よ
う
な
経
営
不
振
が
原
因
と
ふ
ら
れ
、

つ
い
に
十
五
年
三
月
、
出
版
社
は
時
事
新
報
を
発
行
す
る
新
聞
社
に
変
貌
す

る
こ
と
に
な
り
、
従
来
の
出
版
事
業
は
中
島
に
一
切
譲
渡
さ
れ
た
。

こ
う
し
て
、
福
沢
屋
諭
吉
後
期
は
終
結
し
、
言
論
人
・
新
聞
人
と
し
て
の

福
沢
が
登
場
す
る
。

②
福
沢
を
め
ぐ
る
社
会
状
況

編
沢
屋
諭
吉
の
視
点
か
ら
こ
の
時
期
を
象
徴
す
る
事
件
は
、
始
期
と
し
て

は
、
新
聞
紙
条
例
・
識
諦
律
と
表
裏
一
体
を
な
す
言
論
抑
圧
法
規
と
し
て
の

出
版
条
例
改
正
で
あ
り
、
終
期
と
し
て
は
十
四
年
政
変
に
よ
る
大
隈
参
議
な

ら
び
に
、
そ
の
プ
レ
ー
ン
と
し
て
の
福
沢
門
下
の
追
放
で
あ
る
。
こ
の
間
の

政
治
過
程
は
自
由
民
権
運
動
と
の
対
抗
関
係
の
中
で
の
藩
閥
政
権
の
確
立
過

程
で
あ
っ
た
。

上
か
ら
の
啓
蒙
政
策
と
し
て
の
文
明
開
化
政
策
は
右
の
過
程
の
中
で
大
き

く
転
換
し
、
保
守
思
想
が
教
学
大
旨
（
一
二
年
）
、
幼
学
綱
要
（
一
四
年
）

な
ど
を
典
型
と
す
る
儒
教
主
義
の
徳
育
と
し
て
強
制
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
。

改
正
教
育
令
（
一
三
・
一
一
一
）
、
小
学
校
教
員
心
得
（
一
四
年
）
は
教
育
に

お
け
る
自
由
主
義
か
ら
干
渉
主
義
へ
の
転
換
で
あ
っ
た
。
小
学
校
で
使
用
中

の
教
科
書
中
不
適
格
な
も
の
の
使
用
禁
止
が
十
三
年
八
’
九
月
こ
ろ
命
じ
ら

れ
、
従
来
全
国
的
に
多
部
数
使
用
さ
れ
て
い
た
福
沢
著
述
の
教
科
用
図
書
は

（
羽
）

一
挙
に
需
要
を
喪
失
し
、
義
塾
出
版
社
の
営
業
に
甚
大
な
打
撃
を
与
え
た
。

廃
藩
置
県
・
秩
禄
処
分
に
端
を
発
し
た
士
族
の
経
済
基
盤
の
激
変
は
、
九

年
の
金
禄
公
債
発
行
で
、
封
建
家
禄
の
終
止
符
を
打
た
れ
、
在
京
の
洋
学
塾

（
側
）

（
校
）
の
生
徒
補
給
源
と
し
て
の
士
族
子
弟
の
入
学
は
急
激
に
減
少
し
た
。

他
方
、
教
育
令
の
改
正
・
中
学
校
教
則
大
綱
の
制
定
は
、
私
立
学
校
の
整
理

九
○
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を
将
来
し
た
。

こ
う
し
た
社
会
状
況
に
よ
り
、
慶
応
義
塾
も
十
’
十
三
年
に
経
営
困
難
と

な
り
、
福
沢
の
政
府
や
政
界
有
力
者
へ
の
維
持
資
金
借
入
運
動
も
成
ら
ず
、

教
員
半
減
、
教
員
俸
給
削
減
な
ど
の
や
む
な
ぎ
に
至
っ
た
。
結
局
は
、
慶
応

義
塾
維
持
法
案
（
一
三
・
一
一
）
に
よ
る
醸
金
募
集
で
漸
く
危
急
を
切
り
ぬ

け
た
が
、
総
じ
て
こ
の
時
期
は
、
義
塾
経
営
の
困
難
な
と
き
で
あ
っ
た
。

福
沢
に
と
っ
て
は
東
京
府
会
議
員
（
二
・
一
一
一
’
一
一
一
・
一
）
、
つ
づ

い
て
東
京
学
士
会
院
会
員
（
一
二
・
一
’
一
四
・
二
）
と
そ
の
社
会
的
地
位

は
押
し
も
押
さ
れ
ぬ
も
の
と
な
っ
た
が
、
そ
の
生
活
の
二
大
支
柱
で
あ
る
教

育
経
営
と
出
版
事
業
と
は
共
に
窮
況
に
陥
っ
た
の
で
あ
る
。

③
出
版
書
目

こ
の
時
期
の
福
沢
の
領
域
は
、
以
前
に
比
し
格
段
に
広
が
る
。

第
一
の
系
列
は
、
前
の
時
期
に
つ
づ
く
家
庭
叢
談
（
九
・
九
’
一
○
・
四
）

再
刊
民
間
雑
誌
（
一
○
・
四
’
二
・
五
）
、
交
詞
雑
誌
（
一
一
一
一
・
二
ｌ
）

と
一
連
の
雑
誌
出
版
で
あ
る
。
福
沢
は
、
そ
れ
ら
へ
の
執
筆
や
、
義
塾
出
身

者
の
編
集
す
る
郵
便
報
知
新
聞
へ
の
投
稿
な
ど
に
よ
り
、
従
来
の
翻
訳
著
述

家
か
ら
抜
け
出
て
言
論
人
と
し
て
の
活
動
を
す
る
よ
う
に
な
る
。

こ
の
点
は
第
二
系
列
と
し
て
の
単
行
本
の
領
域
で
も
共
通
で
、
学
者
安
心

論
（
九
・
四
）
か
ら
時
事
小
言
（
一
四
・
九
）
に
至
る
一
連
の
政
治
評
論
は
、

直
接
、
間
接
に
自
由
民
権
論
Ｉ
国
会
開
設
論
に
関
係
し
て
い
る
。

右
と
別
の
第
三
系
列
に
民
間
経
済
録
（
初
編
一
○
・
一
一
一
、
一
一
編
一
三
・

八
）
通
貨
論
（
二
・
五
）
や
福
沢
文
集
（
一
編
一
一
・
一
、
一
一
一
編
一
一
一
・

八
）
が
あ
る
。

当
時
未
刊
の
旧
藩
情
（
一
○
・
五
稿
）
や
丁
丑
公
論
二
○
・
一
○
柵
）

「
福
沢
屋
諭
吉
」
の
発
展
・
転
換
過
程
（
長
尾
）

九
、
む
す
び
に
代
え
て

「
明
治
二
年
十
一
月
’
八
年
九
月
の
期
間
、
福
沢
は
、
書
物
仲
間
「
福

沢
屋
諭
吉
」
と
し
て
出
版
企
業
を
営
糸
、
明
治
前
期
と
し
て
は
異
数
の
好
業

（
蛆
）

縦
を
あ
げ
る
。
そ
の
黄
金
時
代
は
五
年
八
月
’
六
年
末
の
慶
応
義
塾
出
版
局

屯
鋪
二
系
列
に
入
れ
て
よ
か
ろ
う
。

こ
こ
で
は
こ
れ
ら
の
個
々
に
触
れ
る
余
裕
は
な
い
が
、
福
沢
は
と
く
に
第

二
系
列
を
中
心
に
、
次
第
に
官
民
調
和
に
よ
る
国
権
伸
長
、
内
安
外
競
を
説

く
よ
う
に
な
る
。

こ
う
し
た
過
程
の
中
で
、
福
沢
の
政
治
的
姿
勢
は
逐
次
明
確
に
な
る
。
と

く
に
義
塾
関
係
者
有
志
が
「
知
識
を
交
換
し
、
世
務
を
諮
詞
」
す
る
目
的
で

（
虹
）

発
起
し
た
「
交
詞
社
」
は
十
二
年
九
月
以
降
、
全
国
的
な
文
書
・
遊
説
活
動

で
加
入
者
を
集
め
（
十
三
年
一
月
発
会
式
）
、
十
四
年
四
月
に
は
私
擬
憲
法

（
蛆
）

案
を
定
め
る
ま
で
に
成
長
し
た
の
で
あ
る
。

凶
時
事
新
報
発
刊
へ
の
過
程

こ
う
し
た
中
で
福
沢
は
十
四
年
一
月
、
大
隈
・
伊
藤
・
井
上
三
参
議
か
ら

政
府
の
機
関
紙
引
き
受
け
を
依
頼
さ
れ
る
。
一
度
は
断
っ
た
が
、
井
上
か
ら

国
会
開
設
の
内
意
を
き
き
、
喜
ん
で
協
力
を
約
束
し
、
そ
の
準
備
を
内
々
進

め
た
。

し
か
し
こ
れ
は
、
即
時
国
会
論
を
主
張
す
る
大
隅
へ
の
伊
藤
・
井
上
の
反

撃
に
よ
り
、
大
隅
参
議
の
免
官
、
大
隅
の
ブ
レ
ー
ン
と
し
て
の
三
田
出
身
者

追
放
を
生
む
十
四
年
政
変
が
起
こ
り
、
福
沢
の
夢
は
水
泡
に
帰
し
た
。

柵
沢
が
時
事
新
報
の
独
力
発
行
の
決
意
を
固
め
た
の
は
、
十
五
年
一
月
、

そ
れ
が
現
実
と
な
っ
た
の
は
三
月
一
日
で
あ
っ
た
。

九
一
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期
で
あ
っ
た
。

二
、
そ
の
間
を
通
じ
て
、
書
物
仲
間
と
し
て
は
福
沢
屋
を
呼
称
し
た
が
、

慶
応
義
塾
、
な
ら
び
に
そ
れ
を
冠
し
た
出
版
局
・
出
版
社
が
そ
れ
ぞ
れ
蔵
版

・
出
版
の
表
面
に
立
て
ら
れ
た
の
は
特
徴
的
で
あ
る
。

三
、
出
版
物
と
し
て
は
、
教
科
用
図
書
が
主
力
と
な
っ
た
が
、
七
年
以
降

は
雑
誌
、
政
論
へ
の
傾
向
が
強
ま
っ
て
来
る
。

四
、
そ
し
て
八
年
’
十
五
年
の
転
換
過
程
を
た
ど
り
、
つ
い
に
棡
沢
は
時

事
新
報
の
創
刊
に
ふ
ゑ
き
り
、
一
百
論
人
と
な
る
。

な
お
、
本
稿
で
は
思
想
家
・
教
育
家
と
し
て
の
福
沢
に
つ
い
て
は
触
れ
ら

れ
て
い
な
い
。
そ
の
面
に
焦
点
を
置
い
て
関
連
的
・
構
造
的
に
考
え
る
こ
と

は
別
の
機
会
に
識
り
た
い
。
（
四
八
・
九
・
一
五
）

〆、／■、'－，

６５４
ミーノ、_ノ、､ノ

Ｔ註
、.ノ

'－，

３
～ノ

（
２
） 法
政
史
学
第
二
十
六
号

「
福
沢
屋
」
と
不
可
分
の
関
係
に
あ
っ
た
慶
応
義
塾
の
前
史
は
、
①

前
期
鉄
砲
州
時
代
（
安
政
五
・
一
○
ｌ
」
②
前
期
新
銭
座
時
代

（
文
久
一
ｌ
）
③
後
期
鉄
砲
州
時
代
（
文
久
三
ｌ
）
が
あ
る
。

会
田
倉
吉
『
福
沢
諭
吉
、
そ
の
人
と
生
活
』
二
一
一
一
九
’
四
二
ペ
ー

ジ
「
福
沢
屋
諭
吉
」
は
こ
の
言
葉
に
「
町
人
諭
吉
」
の
意
気
を
感

じ
て
い
る
。
な
お
資
料
的
に
は
石
河
幹
明
『
福
沢
諭
告
伝
』
が
役

だ
つ
。
本
文
中
一
々
示
さ
な
い
が
負
う
と
こ
ろ
が
大
き
い
。

拙
稿
『
「
福
沢
屋
諭
吉
」
の
生
成
過
程
に
つ
い
て
』
（
法
政
史
学

二
五
号
）

慶
応
義
塾
百
年
史
上
三
一
八
’
九
ペ
ー
ジ
、
新
銭
座
塾
舎
平
而
図

明
治
文
化
全
集
Ⅳ
、
新
聞
編
、
三
四
一
一
一
ペ
ー
ジ

福
沢
諭
吉
全
集
（
以
下
「
全
集
」
と
略
、
巻
は
一
巻
Ⅱ
１
と
記
す
。

な
お
、
「
・
ヘ
ー
ジ
」
を
略
）
別
巻
一
一
三
（
７
）
Ⅳ
五
○
Ｉ

（
犯
）

〆ﾛ、'-，〆~、′~、／－，

２８２６２５２４２３
、_ノ、.ノ、-ノ、-ノ、_ノ

（
池
）

／■、／ﾛ、

２１１８
、.／、.ノ

'－，'－，

１６１５
、='ミーノ

（
、
）

（
９
）

五
三
（
８
）
Ⅳ
六
七
’
八

こ
の
項
、
美
士
路
昌
一
『
明
治
大
正
史
言
論
編
』
第
五
章
「
言
論

関
係
法
規
の
沿
革
」
所
収
溢
料
に
よ
る
。

全
集
⑬
「
偽
版
関
係
文
書
」
に
詳
し
い
。
（
ｕ
）
（
、
）
四
諸

文
集
二
一
五
１
六
（
皿
）
Ⅳ
七
一

（
ｕ
）
Ⅳ
六
三
’
七

義
塾
一
日
年
史
上
三
○
四
’
二
一

全
集
７
一
七
○
（
Ⅳ
）
西
洋
事
情
巻
之
四
の
末
尾
に
禁
偽
版
、

慶
応
義
塾
蔵
版
、
岡
田
屋
嘉
七
売
弘
と
あ
る
。

全
集
皿
四
二
一
（
⑬
）
Ⅳ
九
六
Ｉ
（
卯
）
四
四
四
一
’

四
、
Ⅳ
一
一
二
’
三

次
の
三
田
期
に
入
る
と
表
紙
の
シ
マ
模
様
中
に
慶
応
義
塾
蔵
版
の

六
字
散
ら
し
書
き
白
字
抜
き
の
図
柄
を
採
用
し
た
。

義
塾
百
年
史
上
三
一
一
一
七
’
一
一
一
七
六
。
な
お
同
書
二
七
一
’
一
一
所
収

「
会
計
小
史
」
に
よ
る
と
、
福
沢
よ
り
義
塾
借
入
は
二
年
’
三
千

円
、
一
一
一
年
Ｉ
二
二
一
○
円
、
四
年
○
と
な
り
、
義
塾
会
計
と
福
沢

家
計
の
独
立
し
た
関
係
が
わ
か
る
。

嶋
通
夫
「
中
津
市
学
校
と
福
沢
諭
告
」
（
抜
刷
）
に
よ
る

福
翁
百
話
（
角
川
文
庫
）
二
六
六

西
田
長
寿
「
明
治
時
代
の
新
聞
と
雑
誌
」
四
一
’
五

全
集
型
二
九
四
（
幻
）
国
会
図
書
館
所
蔵

仲
新
「
明
治
の
教
育
」
八
九
’
九
○
（
”
）
義
塾
百
年
史
上
、

四
七
六
（
釦
）
同
上
五
七
五
’
六
（
皿
）
富
田
正
文
「
福

沢
諭
吉
雑
攻
」
一
二
○
’
一
は
、
初
編
と
一
一
編
以
後
の
間
隔
約
二

年
、
二
編
以
降
の
一
’
一
一
一
四
ヵ
月
に
着
目
し
、
福
沢
の
二
編
以
後

成
立
に
初
編
と
相
当
の
変
更
が
あ
っ
た
と
推
定
し
て
い
る
。
内
外

の
状
況
が
福
沢
の
著
述
・
出
版
感
覚
を
刺
戟
し
た
の
で
あ
ろ
う
。

尾
形
裕
康
『
学
制
実
施
経
総
の
研
究
』
一
七
七
’
九
、
所
引
、
山

九
一

一
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崎
屋
清
七
板
「
小
学
教
則
書
目
録
」
（
六
年
十
月
）
で
は
、
福
沢

の
著
書
八
書
目
二
一
冊
（
定
価
合
計
二
二
五
匁
五
分
）
が
改
正
小

学
教
則
準
拠
の
教
科
書
に
あ
げ
ら
れ
て
い
る
。

（
詔
）
以
下
本
項
月
全
錐
虹
「
福
沢
家
金
銭
関
係
諸
記
録
」
三
、
六
’
一

三
（
弘
）
Ⅳ
一
四
九
’
一
五
一
、
中
上
川
彦
次
郎
あ
て

（
妬
）
Ⅳ
平
山
良
斎
あ
て
（
妬
）
Ⅳ
一
六
四
、
荘
田
平
五
郎

あ
て
（
師
）
「
合
本
学
問
の
勧
」
序
（
犯
）
全
集
印
二

四
八
「
掃
除
破
壊
と
建
匠
経
営
」

（
鍋
）
仲
新
、
前
掲
書
。
「
学
制
五
十
年
史
」
（
九
四
頁
）
で
は
十
三
年
六

月
、
取
調
掛
設
置
、
同
十
二
月
十
八
日
教
育
上
弊
害
あ
る
書
籍
の

教
科
書
採
用
禁
止
を
令
し
て
い
る
。
「
福
沢
全
集
緒
言
」
は
十
四
、

五
年
の
頃
と
し
て
い
る
。
こ
の
時
期
に
は
文
部
省
著
作
の
教
科
書

が
既
に
十
分
整
備
さ
れ
て
い
た
事
怖
も
考
え
る
必
要
が
あ
る
。

（
蛆
）
義
塾
百
年
史
上
七
二
○
’
六
に
よ
る
と
、
入
社
生
徒
数
は
三
七

七
（
明
四
）
↓
一
○
五
（
明
一
○
）
、
在
学
生
徒
数
三
一
九
（
明

四
）
↓
二
一
一
一
二
（
明
一
一
）
と
減
少
し
、
十
、
十
一
年
頃
の
苦
況

を
示
す
。

（
虹
）
後
藤
端
「
自
由
民
権
期
の
交
訓
社
に
つ
い
て
Ⅲ
」
（
日
本
史
研
究

一
三
一
一
一
号
）

（
蛆
）
家
永
・
松
永
・
江
村
「
明
治
前
期
の
憲
法
構
想
」
一
六
一
’
八
二

に
は
三
種
の
交
詞
社
草
案
が
象
え
る
。

（
妃
）
本
稿
は
、
福
沢
の
自
著
に
焦
点
を
し
ぼ
っ
て
き
た
が
、
福
沢
は
「
慶

応
義
塾
蔵
版
」
の
名
目
で
小
幡
篇
次
郎
を
は
じ
め
、
他
人
の
著
書

を
あ
わ
せ
て
刊
行
し
て
来
た
。
時
期
的
に
連
続
し
て
い
な
い
不
備

の
も
の
で
あ
る
が
、
管
見
に
触
れ
た
も
の
を
数
量
的
に
表
示
す
る
。

自
営
出
版
期
か
ら
福
沢
屋
諭
吉
期
へ
の
飛
躍
の
ょ
う
す
や
、
後
期

福
沢
屋
期
に
と
く
に
顕
著
で
あ
る
が
、
総
じ
て
他
人
著
書
の
出
版

の
大
き
い
こ
と
が
う
か
が
え
る
。

「
福
沢
屋
諭
吉
」
の
発
展
・
転
換
過
稗
（
長
尾
）

（害月数／冊数）

自著他人署

６／1１１／1

12／6６２／３

慶応義熟蔵版書日数の推移

資料名

西洋事情外篇

英国議事院談

計

７／12

14／2９

時期区分

自営１１１版期

年月

ＩＤ１．５～８

〃２．２

18／46

21／5２

14／24

15／2５

32／72

36／7７

〃３．１０以後

〃４．１２再刻後期新銭座期騨'鰯

６
３
９

〃
ん
〃

３
４
６

３
３
３

民怖一新

慶応義塾出版
社発見書|］

時２'１Ｆ小青

〃１２．８

〃１３．８～１４．９

〃１４．９

後期
福沢屋論TIr期 57／11291／195

（
こ
の
項
の
調
査
が
で
き
た
の

は
、
所
蔵
資
料
閲
覧
を
快
く
許

さ
れ
た
慶
応
義
塾
大
学
塾
史
資

料
室
会
田
倉
吉
氏
の
ご
好
意
に

よ
る
。
謹
ん
で
謝
意
を
述
べ

る
。
）

九
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